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ので滴下速度が早い場合は大きな誤差を生じたが，遅くすると（0.228ml/min）土3%の誤差範

囲であった．なお反応促進剤として臭化カリウム（6g/100ml）を加えると速度が早くても同様に

良い結果が得られた．反応開始点，終点も非常に明確である．スルファイソミジン，スルファグ

アニジン， λルファチアゾール，スルフアメトミジン，スルブアメトキシピリダジン，スルブア

メチルチアジアゾールは 8%，スルフアジアジンは 12%塩酸酸性溶液から同様に滴定できる．

塩酸酸性としても水に難溶なスルフアジメトキシンは一定量のアセトンを，スルファイソメゾー

ル，九ノレフアブエナゾール，キシロイノレスルファミンはエタノールを添加し溶解させた混合溶媒

で試みた．各々 ±3%前後の誤差で測定可能であることが判明した．

示差滴定装置を用いた温度滴定法による定量分析の検討

森下裕世，藤江忠雄

（日本薬学会 第91年会（1971.4）で発表）

〔目的〕 温度滴定を示差法で行なうことにより，溶媒等による誤差因子を除き，かつ温度差検

出感度を上昇させた際の定量の精度および反応熱の再現性について，脂肪族アミンの中和反応，

芳香族アミンのジアゾ化反応によって検討した．

〔実験〕 宝工業製温度差電圧変換器を用いて反応セルとプランクセルとの温度差を検出し，北

辰電機製卓上記録計（fullscale 0.5°C)によってこれを記録させた．反応セル，プランクセルは

ともにコブ、ル社製デ、ュアーびんを用い，十分に撹枠を行ない，反応セル中には検体，ブランクセ

ル中には検体と同量の溶媒を入れ，それぞれ Metrohm社製 DosimatE 412の自動ピュレツ

トから試薬を定速で、滴下させた．

〔結果〕 プロピルアミン，ブ、チルアミン各種の中和反応熱の測定および定量を行なった結果，

始点，終点とも非常に明確で，示差法の特徴であるプランク曲線と過剰曲線との平行性がよく，

濃度 0.0075～0.0025Mにおいて誤差 1.5%以内であった． また反応熱は濃度に比例し，示差

法でない温度滴定法とくらべて良好な結果を得た．さらにサルファ剤のジアゾ化反応については

10%塩酸溶媒で反応させたにもかかわらず過剰曲線はプランク曲線に対して平行で，反応熱は

濃度に比例した． スルファメチゾーノレでは 0.01～0.03Mの濃度範囲で誤差 2%以内で反応熱

の再現性も良好であった．

植物粘質物〈第2報〉

アマドコロ根茎の粘質多糖類の単離と性質

友田正司，吉田淑子，田中ひろみ

（日本薬学会 第91年会（1971.4）で発表）

〔目的〕 アマドコロの根茎は生薬の萎礎として用いられ，粘質物を含むことが知られている

が，本報では生薬の水溶性成分研究の一環として，粘質多糖類を単離し性質を検討した結果を述

べる．
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〔実験〕 新鮮な根茎を熱メタノール抽出後，不溶部を熱水抽出し，抽出液に倍量のエタノール

を加えて沈殿を得た．これの水搭液を DEAEセルロース・クロマトグラフィーとゲル炉過など

で精製し，単離した多糖類をアルカリ性ホウ酸緩衝液を用いたガラス繊維紙電気泳動およびセフ

ァデックス G-200を用いたゲルクロマトグラフィーで均質性を検討した．加水分解物の薄層ク

ロマトグラフィーおよびトリメチルシリル化体のガスクロマトグラフィー，還元成績体のトリプ

ノレオロアセチル化後カ事スクロマトグラフィー， レゾルシン法およびオルシン法などの手段で構成

糖を分析し，酵素分解も試みた．

〔結果〕 精製された粘質多糖類の極限粘度は 2.2(21 °, H20），分子量は約50万と推定され，

構成糖の種類と定量値は， n-fructose52.3%, n-mannose 25.0%, n-glucose 8ι%， n-gala-

cturonic acid 14.8 %であった. /J-n-fructofuranosidaseを作用させて n-fructoseの遊離が

認められた．

〔考察〕 粘度測定の結果では，粘性は熱水抽出で得られる多糖類分間に集中しているが，この

分画には他にも未精製の多糖類が存在すると考えられる．

植物粘質物（第3報〉

オオバコ種子の粘質多糖類 Plantasanの Smith分解成績体

友田正司，宇野正代

（日本薬学会 第91年会（1971.4）で発表）

〔目的〕 オオパコ種子の粘質多糖類を単離し， n-xylose,L-arabinose, n-galacturonic acid, 

L-rhamnoseおよび n-galactoseから構成される高分子化合物であることを第 1報で報告した

が，本報では構造研究の手段として， Smith分解を行なった結果を述べる．

〔実験〕 多糖類 Plantasanを過ヨウ素酸酸化後，エチレングリコーノレを加えて過剰の過ヨウ

素酸を分解し， NaBH4で還元後 1N-H2S04，室温2日の条件で加水分解して中和後透析し，内

液をセファデックス G-25でゲル炉過して分解成績体の多糖類を得た． 加水分解物の薄層クロ

マトグラフィー，還元成績体のトリフノレオロアセチノレ化後ガスクロマトグラフィー， オルシン

法などで構成糖を分析すると共に， メチノレ化後メタノリシス成績体のガスクロマトグラフィー

(Butane 1, 4-diol succinate使用）および過ヨウ素酸酸化などを行なった．

〔結果〕 Smith分解で生じた多糖類はアラピノキシランで，［a:］包－107.2° (H20), n-xylose 

および L-arabinoseの量比は 9:1で，分子量約 9200と推定される． メチル化後メタノリシ

ス成績体として methyl2, 3-dimethyl n-xyloside, methyl 3-methyl n-xyloside および

methyl 3, 5-dimethyl L-arabinosideが得られ，過ヨウ素酸消費量は構成ベントース分子あた

り0.73モルで、あった．
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